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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　標準的色空間により符号化された画像データの色と階調の情報を再現するための情報と
して、上記画像データの色と階調の表現がどのような状態に調整されているかの状態を示
す上記画像データの色と階調の表現内容を説明する情報を特定の符号により上記画像デー
タに付し、上記特定の符号による情報を付した画像データを伝達する画像情報伝達方法で
あって、
　上記標準的色空間により符号化された画像データとともに色と階調の調整状態を示す符
号が付されたデータファイルに、同一の表現対象に対して色と階調の調整状態が異なる複
数の画像データを参照可能にする位置情報を付し、
　上記位置情報を付した上記同一の表現対象の一つのデータファイルに、色と階調の調整
状態が異なる複数の画像データと、各画像データの調整状態を指す特定の符号とを収める
　ことを特徴とする画像情報伝達方法。
【請求項２】
　上記画像データの色と階調の表現を調整した際の調整内容を示すパラメータを特定の符
号により上記画像データに付すことを特徴とする請求項１記載の画像情報伝達方法。
【請求項３】
　標準的色空間により符号化された画像データの色と階調の情報を再現するための情報と
して、上記画像データの色と階調の表現がどのような状態に調整されているかの状態を示
す情報が特定の符号により付された上記画像データに上記特定の符号により付された情報
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を参照して、上記画像データに上記特定の符号により付された上記画像データの色と階調
の表現内容を説明する情報に基づいて、上記画像データに調整処理を施すことにより、上
記画像データの色と階調の情報を再現する調整処理手段を備える画像情報処理装置であっ
て、
　上記標準的色空間により符号化された画像データとともに色と階調の調整状態を示す符
号が付されたデータファイルに、同一の表現対象に対して色と階調の調整状態が異なる複
数の画像データを参照可能にする位置情報が付され、上記色と階調の調整状態が異なる複
数の画像データと、各画像データの調整状態を指す特定の符号とが収められた上記位置情
報を付した上記同一の表現対象の一つのデータファイルが供給され、
　上記調整処理手段は、供給されたデータファイルに付された位置情報に基づいて上記デ
ータファイル内の参照する画像データを特定して、上記画像データに調整処理を施す
　ことを特徴とする画像情報処理装置。
【請求項４】
　上記画像データの色と階調の表現を調整した際の調整内容を示すパラメータが特定の符
号により付された上記画像データが供給され、上記調整処理手段は、上記画像データに上
記特定の符号により付された上記画像データの色と階調の表現を調整した際の調整内容を
示すパラメータに基づいて、上記画像データに調整処理を施すことを特徴とする請求項３
に記載の画像情報処理装置。
【請求項５】
　上記調整処理手段は、画像の用途を示す情報に基づいて上記用途に応じた色と階調の表
現で再現するために調整処理を施すことを特徴とする請求項３に記載の画像情報処理装置
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、カラー画像を出力するための画像信号処理方法及び画像信号処理装置に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
画像データは作成される段階から何らかの用途で表示・出力されて視覚的な情報に至るま
での系（以下、色再現系と呼ぶ）では、色や階調を表現する信号に加工を施すが、その系
は一つの装置の中で完結する場合以外は複数のプロセスに分散しており、最終的に色や階
調が所望の状態で再現されるためには、分散したプロセスの各インターフェイスにおける
信号の表現に対して共通の解釈が必要である。そのため各種信号の符号化や扱い方につい
て、学会や業界団体などによる標準化が行われている。特に色空間の仕様については、国
際照明委員会（ＣＩＥ）による標準観測者の等色関数を規定したＣＩＥ　１９３１　ｓｔ
ａｎｄａｒｄ　ｃｏｌｏｒｉｍｅｔｒｉｃ　ｓｙｓｔｅｍをベースに測色的な数値基準に
基づいた各種色空間やそれらの符号化の定義も標準化されてきている。
【０００３】
それらの標準に基づいて信号を伝達すれば測色的に所望の色を再現するというカラーマッ
チングが可能になるわけだが、入出力機器の特性や符号化の制限によって必ずしも正確に
再現できない色も存在する。そこで、色域圧縮などの手法によって特定の出力機器が再現
できない色を色域内の近似色にマップしたり、それに合わせて色域内の色も調整が施され
ることによって、色の見えを一致させたり、より好ましく見える色再現のための補正処理
が行われる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、例えばｓＲＧＢ色空間［ＩＥＣ６１９６６－２．１］は、そのままパーソナル
コンピュータのモニターへ出力すれば信号値が意図した色にそれなりに近く再現されると
いう扱い易さからデファクトスタンダードとして普及しており、デジタルスチルカメラ用
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画像ファイルの規格として多くのメーカが準拠しているＤＣＦ　Ｖｅｒｓｉｏｎ１．０［
ＪＥＩＤＡ－４９－２－１９９８］でもｓＲＧＢ色空間による色の表現で画像データへ記
録することが定義されている。ただしｓＲＧＢ色空間は標準的なパーソナルコンピュータ
のモニターのガンマ特性や色域をターゲットにしているためモニター向けに画造りする際
にはできるだけｓＲＧＢ色域外の色を発生させない方がよいのに対して、通常はデジタル
スチルカメラで撮像した画像は画造りのプロセスを経てＹＣＣ（輝度色度分離色空間）に
て保存される場合が多く、この処理を行う際には色域という概念がなく、ｓＲＧＢ色域外
の色（ＹＣＣ）が発生している。一方、各種カラープリンタの色域はｓＲＧＢ（モニター
）とは異なり、一般にその色域は暗い領域でモニターのそれを上回るが、明るい領域では
下回っている。したがってカラープリンタ出力が前提である場合は、その色域を考慮して
画造りの処理を行った方がよい。このようにデジタルスチルカメラのようなアプリケーシ
ョンでは、出力が多種多様となると、ある機器を想定されて画造りされた画像を他の機器
で出した場合は領域によっては階調潰れ等々が発生してしまう。
【０００５】
また、入力機器が存在せずコンピュータグラフィックスにより仮想的な三次元のシーンを
表現する場合にも、シーンの物理的な光の強度に比例する値でレンダリング処理が施され
て画像データが生成されるが、ターゲットとするモニター表示に合わせて色や階調が調整
された結果を表示デバイスに依存したＲＧＢ空間による符号化で画像データとして記録さ
れることが多く、例えばデジタル映写機など別の表示デバイスで色域や階調特性を十分に
生かすための補正を行うとなると、一旦符号化されたデータからオリジナルの表現を再現
することが難しかった。
【０００６】
そのような背景から、ｓＲＧＢ色空間が定義した標準的モニター特性や観察環境により符
号化された信号の扱い易さを残しつつも、表現できる色域やビット深度を拡張して人間が
知覚可能な範囲や各種出力デバイスの表現範囲をカバーした色空間や、物理的な光の強度
に１対１で対応する階調特性を持たせて、よりシーンに忠実な信号を記録できる色空間な
どが新たに標準化されつつある。それらの中でも、より出力できる状態に近い表現（Ｏｕ
ｔｐｕｔ－ｒｅａｄｙ）での符号化に有利なｓＲＧＢ色空間を拡張したもの（例えば、Ｉ
ＥＣ６１９６６－２．１ＡｎｎｅｘＧ／ＡｎｎｅｘＦ）等がある。
【０００７】
上述の如き従来の実状に鑑み、本発明の目的は、色域が拡張された標準色空間をうまく利
用して所望の色再現を得ることを可能にすることにある。
【０００８】
また、本発明の他の目的は、出力デバイスや用途が判明した時点で適切な画造りを行うこ
とができるようにすることにある。
【０００９】
また、本発明の他の目的は、効率よくベストな補正結果を得ることができるようにするこ
とにある。
【００１０】
さらに、本発明の他の目的は、異なる機器向けに画造りされた画像データが複数保存され
ている場合に、出力しようとする機器や目的に最も近い状態のデータを選択するだけで必
ずしも新たな調整を施すことなく適切な出力を行うことができるようにすることにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明では、各機器向けに画造りされた画像を同時に保存する。また、シーン参照空間で
画像を保存して出力機器で画造りを行う。
【００１２】
さらには既存技術も含めて次のような点を考慮した仕組みを構築することにより、本発明
はより効果的となる。
【００１３】
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適当な画像フォーマットや色空間を利用した画像データやそれを収めた特定の記憶媒体で
あれば、ユーザがその素性を把握できる範囲で扱う場合には、適当な調整指示を行うこと
で望ましい色再現結果を得ることができる。また、これまでは、特定の画像フォーマット
や色空間で符号化された画像データの素性（状態）や用途が限定されている場合がほとん
どで、画像入出力機器やアプリケーションソフトの補正処理モジュールがそれらをある程
度想定して自動的な判断による調整処理を行うことで望ましい色再現結果が得えられる場
合もある。ところが、これからのブロードバンドと呼ばれる情報環境においては、１つの
機器やアプリケーションソフトであっても多様なコンテンツ、多様な入力機器からのソー
ス、多様な出力機器への出力、多様な出力用途が想定され、一様な想定の上での判断で最
適な調整処理を実現することが難しくなってくる。また、前述のように多目的の拡張色空
間やそれらの複数の色空間を選択可能なフォーマット（例えばＪＰＥＧ２０００［ＩＴＵ
－Ｔ　Ｒｅｃ．Ｔ．８０１］）が標準化されつつあり、特定の画像フォーマットや色空間
のデータといえども、ユーザ、コンテンツ制作者、機器などが期待する表現意図が多様に
混在することになる。また、その中に存在する画像データ自体が、伝達される過程でどの
ような目的の補正がどの程度施されたのかという状態を特定することが難しい。したがっ
て、ユーザが正しく扱って望ましい色再現結果を得るには注意するべき点が多くてユーザ
による管理が難しくなったり、若しくは自動的に動作するハードやソフトでの補正処理が
複数のプロセスで過剰に重複して適用される可能性も出ててくるであろう。そのような状
況において新たな標準色空間をうまく利用して所望の色再現を得るには、適切に状態を把
握して目的に合った適切な調整処理を施す使い方が求められる。
【００１４】
画像の色や階調の表現を適切に補正する処理は多様であるが、一般に次のような情報のい
ずれかに基づいて行われる。
【００１５】
コンテンツの表現対象：
人物、風景、実在する物体、抽象的物体など
コンテンツの制作環境：
撮影した電子写真、３次元ＣＧ、２次元イラストなど
符号化特性：
表現可能な色域、階調カーブ、ビット深度など
入力機器特性：
ノイズ、ダイナミックレンジ、分光感度、光源など
出力機器特性：
再現可能な色域、階調カーブなど
出力アプリケーションの意図：
きれいに、実物に忠実に、制作結果に忠実に、など
このうち、入力機器や出力機器の特性については、ＣＩＥＸＹＺやＣＩＥＬＡＢなどのデ
バイスに依存しない色空間やＣＩＥＣＡＭ９７ｓなどの色の見えを表す空間で符号化され
ている場合には必要とせず、また、デバイスに依存する色空間であればＩＣＣ(Internati
onal Color Consortium)で規格化されているようなデバイスプロファイルを参照すること
が可能であり、若しくは、ｓＲＧＢ色空間のように符号化の仕様の中で特定の定義がされ
ていればよい。出力アプリケーションの意図については、調整処理を施すモジュール自身
が独自の判断や取得方法で行うのが適当である。コンテンツの表現対象や制作環境の情報
については、既に規格化された一部の画像フォーマットでは、ヘッダ部などに符号化して
記録できるものもあり、特許も幾つか出願されているが、そのような方法が望ましい。符
号化特性については、画像フォーマットの仕様から判断できる。しかし、既に符号化され
た画像データに何かしらの調整が施されていることが多く、それがどのような状態にある
のか（調整されてないのか？、調整された場合は何を対象にしたのか？）という情報が明
らかであることや、同一のコンテンツに対して別の調整状態の画像データを使用したい場
合にはそれが存在するのかどうかまたその参照先を把握できないことが、画像データを有
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効に利用するための課題として残る。
【００１６】
　上記課題を解決する本発明は、標準的色空間により符号化された画像データの色と階調
の情報を再現するための情報として、上記画像データの色と階調の表現がどのような状態
に調整されているかの状態を示す上記画像データの色と階調の表現内容を説明する情報を
特定の符号により上記画像データに付し、上記特定の符号による情報を付した画像データ
を伝達する画像情報伝達方法であって、　上記標準的色空間により符号化された画像デー
タとともに色と階調の調整状態を示す符号が付されたデータファイルに、同一の表現対象
に対して色と階調の調整状態が異なる複数の画像データを参照可能にする位置情報を付し
、上記位置情報を付した上記同一の表現対象の一つのデータファイルに、色と階調の調整
状態が異なる複数の画像データと、各画像データの調整状態を指す特定の符号とを収める
ことを特徴とする。
【００１８】
また、本発明に係る画像情報伝達方法では、上記画像データの色と階調の表現を調整した
際の調整内容を示すパラメータを特定の符号により上記画像データに付すようにしてもよ
い。
【００２３】
　本発明は、標準的色空間により符号化された画像データの色と階調の情報を再現するた
めの情報として、上記画像データの色と階調の表現がどのような状態に調整されているか
の状態を示す情報が特定の符号により付された上記画像データに上記特定の符号により付
された情報を参照して、上記画像データに上記特定の符号により付された上記画像データ
の色と階調の表現内容を説明する情報に基づいて、上記画像データに調整処理を施すこと
により、上記画像データの色と階調の情報を再現する調整処理手段を備える画像情報処理
装置であって、上記標準的色空間により符号化された画像データとともに色と階調の調整
状態を示す符号が付されたデータファイルに、同一の表現対象に対して色と階調の調整状
態が異なる複数の画像データを参照可能にする位置情報が付され、上記色と階調の調整状
態が異なる複数の画像データと、各画像データの調整状態を指す特定の符号とが収められ
た上記位置情報を付した上記同一の表現対象の一つのデータファイルが供給され、上記調
整処理手段は、供給されたデータファイルに付された位置情報に基づいて、上記データフ
ァイル内の参照する画像データを特定して、上記画像データに調整処理を施すことを特徴
とする。
【００２５】
また、本発明に係る画像情報報処理装置は、上記画像データの色と階調の表現を調整した
際の調整内容を示すパラメータが特定の符号により付された上記画像データが供給され、
上記調整処理手段により、上記画像データに上記特定の符号により付された上記画像デー
タの色と階調の表現を調整した際の調整内容を示すパラメータに基づいて、上記画像デー
タに調整処理を施すようにしてもよい。
【００２８】
また、本発明に係る画像情報処理装置は、上記調整処理手段により、画像の用途を示す情
報に基づいて上記用途に応じた色と階調の表現で再現するために調整処理を施すようにし
てもよい。
【００３０】
また、本発明に係る画像情報処理装置は、上記調整処理手段により、画像の用途を示す情
報に基づいて上記用途に応じた色と階調の表現で再現するために調整処理を施すようにし
てもよい。
【００３２】
また、本発明に係る画像情報処理装置は、上記調整処理手段により、画像の用途を示す情
報に基づいて上記用途に応じた色と階調の表現で再現するために調整処理を施すようにし
てもよい。
【００３９】
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【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００４０】
本発明では、例えば図１に示すようなファイルフォーマットによって画像データをファイ
ルに記録する。
【００４１】
すなわち、ファイルフォーマットは、一つのヘッダブロックＨＢと一つ以上のイメージブ
ロックＩＢ１，ＩＢ２・・・とから構成される。
【００４２】
ヘッダブロックＨＢには、ヘッダブロックサイズＨＢＳ、コンテンツ作成環境ＣＰＥ、コ
ンテンツ表現対象ＣＥＯ、イメージブロック数ＩＢＮ、イメージステートメントＩＳＴ、
横画素数ＨＳＮ、縦画素数ＶＳＮ、カラースペースＣＳ、オフセットアドレスＯＦＡが記
録される。
【００４３】
すなわち、ヘッダブロックＨＢには、画像データが表現するコンテンツに関する情報とし
て、次の表１の制作環境を示す符号（Ｃｏｄｅ０～６）ＣＰＥと次の表２の表現対象を示
す符号（Ｃｏｄｅ０～７）ＣＥＯが記録される。
【００４４】
【表１】

【００４５】
【表２】
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また、各イメージブロックについて、次の表３の画像データの調整状態を示す符号、次の
表４の色空間（Color Space）を示す符号（Ｃｏｄｅ０～１２）ＣＳ、縦横の画素数ＨＳ
Ｎ，ＶＳＮ、イメージブロック先頭のオフセットアドレスＯＦＡを記録する。
【００４７】
【表３】
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【００４８】
【表４】
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【００４９】
表３においてイメージステートメントＩＳＴとして調整状態を示す２つの符号のうちＭａ
ｉｎとする方が０～３では、表現するシーンを参照した状態（Scene Referred State）を
指し、光の物理的強度に対して線形な値、若しくはそれに１対１に対応する特定の可逆関
数で変換された値で画像データが符号化されている。一方４～７では、出力するように調
整された状態（Output Ready State）を指し、特定のデバイスの再現特性に合わせて調整
された値で符号化されている。
【００５０】
各イメージブロックＩＢ１，ＩＢ２・・・には、左上から右下への点順次のＲＡＷ形式で
特定の色空間で符号化された画像データが並んで記録される。
【００５１】
ここでは、図２に示すような画像データが作成されてから表示・出力されて利用される多
様なフローを含んだ画像処理系１０を想定する。この画像処理系１０は、デジタルスチル
カメラ、ビデオカメラやイメージスキャナ等の画像読み取り装置１を介して入力される被
写体や原稿などの画像データ、ＣＧ作成装置２により作成される表現対象のＣＧ画像デー
タ、上記画像データやＣＧ画像データから画像編集装置３により編集された画像データな
どがネットワークや記録媒体等のデータ伝送系４を介してアプリケーション５に供給され
、このアプリケーション５から出力デバイス６を介してプリンタ出力、モニター出力、テ
レビ出力やスクリーン出力等の各種出力を得るようになっている。
【００５２】
この画像処理系１０の中では、どの部位においても、何らかの目的の調整処理が施される
可能性が高いが、その中でアプリケーション５と記した部分が行う調整処理において図１
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に示したファイルフォーマットを利用する例について説明する。
【００５３】
図２中のアプリケーション５とはユーザが何の用途にどのデバイスに出力・表示するのか
が判っており、それらの情報と上記フォーマットのファイル内の情報から上記フォーマッ
トのファイル内の画像データに適切な補正処理を施す画像処理装置内のモジュールであり
、ここでは、パーソナルコンピュータ上で動作するソフトウエアとする。
【００５４】
アプリケーションソフトは、ユーザが上記フォーマットのファイルを開いて画面上に表示
するように指示があったと判定した場合に、図３のフローチャートに示す手順に従って、
色と階調を適切に補正する処理を行う。
【００５５】
すなわち、ステップＳ１では、ヘッダブロックＨＢより、イメージステートＩＳＴ［４－
ｘ］の画像ブロックを検出した否かを判定する。ここで、イメージステートＩＳＴ［４－
ｘ］は、上記表３に示したように、調整時にターゲットとしたデバイスがパーソナルコン
ピュータ用モニターであることを表している。
【００５６】
このステップＳ１における判定結果がＹＥＳすなわちイメージステートＩＳＴ［４－ｘ］
の画像ブロックを検出した場合には次のステップＳ２に進む。また、上記ステップＳ１に
おける判定結果がＮＯの場合にはステップＳ４に進む。
【００５７】
ステップＳ２では、該当ブロックのオフセットアドレスＯＦＡにより画像データを読み込
む。
【００５８】
次のステップＳ３では、ヘッダブロックＨＢより、色空間を示す符号ＣＳが［３］である
か否かを判定する。ここで、上記色空間を示す符号ＣＳ［３］は、上記表４に示したよう
に、ＩＥＣ６１９６６－２．１で定義されているｓＲＧＢ（８ｂｉｔ）空間であることを
表している。
【００５９】
このステップＳ３における判定結果がＹＥＳすなわち色空間を示す符号ＣＳが［３］であ
る場合にはステップＳ１６に進む。また、上記ステップＳ３における判定結果がＮＯの場
合にはステップＳ１５に進む。
【００６０】
また、ステップＳ４では、ヘッダブロックＨＢより、イメージステートＩＳＴが［３－０
］又は［２－０］の画像ブロックを検出した否かを判定する。ここで、上記表３に示した
ように、上記イメージステートＩＳＴ［３－０］は、特定のデバイスに依存せず視覚的色
域内で意図的に調整された値であることを表している。また、上記イメージステートＩＳ
Ｔ［２－０］は、ホワイトバランス、特定のセンサ空間への線形マトリクス変換などの調
整済みの値であることを表している。
【００６１】
このステップＳ４における判定結果がＹＥＳすなわちイメージステートＩＳＴが［３－０
］又は［２－０］の画像ブロックを検出した場合には次のステップＳ５に進む。また、上
記ステップＳ１における判定結果がＮＯの場合にはステップＳ６に進む。
【００６２】
ステップＳ５では、該当ブロックのオフセットアドレスＯＦＡより画像データを読み込み
、その後ステップＳ１０に進む。
【００６３】
また、ステップＳ６では、ヘッダブロックＨＢより、イメージステートＩＳＴが［１－０
］の画像ブロックを検出した否かを判定する。ここで、イメージステートＩＳＴ［１－０
］は、上記表３に示したように、イメージセンサで取得された信号で、ノイズカット程度
の処理は施されている可能性がある値であることを表している。
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【００６４】
このステップＳ６における判定結果がＹＥＳすなわちイメージステートＩＳＴが［１－０
］画像ブロックを検出した場合には次のステップＳ７に進む。また、上記ステップＳ６に
おける判定結果がＮＯの場合にはステップＳ１１に進む。
【００６５】
ステップＳ７では、該当ブロックのオフセットアドレスより画像データを読み込む。
【００６６】
次のステップＳ８では、ヒストグラムを生成し　ホワイトポイントを特定する。
【００６７】
次のステップＳ９では、リニア空間においてホワイトバランス補正を行い、その結果をＩ
ＥＣ６１９６６－２．２で定義されているｓｃＲＧＢ（１６ｂｉｔ）空間へ変換する。な
お、この色空間は、上記表３に示した色空間を示す符号ＣＳ［７］で表される。
【００６８】
そして、次のステップＳ１０では、色空間を示す符号ＣＳ［３］で表される色空間の色域
外の値に色域圧縮処理を行い、その後ステップＳ１５に進む。
【００６９】
また、ステップＳ１１では、ヘッダブロックＨＢより、上記表３に示したイメージステー
トＩＳＴが［５－０］以上の画像ブロックを検出した否かを判定する。
【００７０】
このステップＳ１１における判定結果がＹＥＳすなわちヘッダブロックよりイメージステ
ート５－０の画像ブロックを検出した場合には次のステップＳ１２に進む。また、上記ス
テップＳ１における判定結果がＮＯの場合にはステップＳ１４に進む。
【００７１】
ステップＳ１２では、該当ブロックのオフセットアドレスＯＦＡより画像データを読み込
む。
【００７２】
次のステップＳ１３では、イメージステートＩＳＴが指すデバイスの色域内の全ての値を
上記色空間を示す符号ＣＳ［３］に対応するＩＥＣ６１９６６－２．１で定義されている
ｓＲＧＢ（８ｂｉｔ）空間の色域内へマップし、その後ステップＳ１５に進む。
【００７３】
また、ステップＳ１４では、エラーメッセージの表示を指示する。
【００７４】
さらに、ステップＳ１５では、色空間を上記色空間を示す符号ＣＳ［３］に対応するｓＲ
ＧＢ（８ｂｉｔ）空間へ変換し、このｓＲＧＢ（８ｂｉｔ）空間の色域外の値は符号化時
にクリップする。
【００７５】
そして、次のステップＳ１６では、モニターへ画像表示を指示する。
【００７６】
また、上記アプリケーションソフトは、画面上に表示しているファイルの画像内容に対し
て、ユーザより鑑賞を意図してカラープリンタヘ出力する指示があったと判定した場合に
、図４に示すフローチャートに従った手順で色と階調を自動的に適切に補正する処理を行
う。
【００７７】
すなわち、ステップＳ２１では、ヘッダブロックＨＢよりイメージステートＩＳＴが［６
－ｘ］の画像ブロックを検出した否かを判定する。ここで、イメージステートＩＳＴ［６
－ｘ］は、上記表３に示したように各種カラープリンタヘの出力を表している。
【００７８】
このステップＳ２１における判定結果がＹＥＳすなわちイメージステートＩＳＴ［６－ｘ
］の画像ブロックを検出した場合には次のステップＳ２２に進む。また、上記ステップＳ
２１における判定結果がＮＯの場合にはステップＳ２４に進む。
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【００７９】
ステップＳ２２では、該当ブロックのオフセットアドレスＯＦＡより画像データを読み込
む。
【００８０】
次のステップＳ２３では、色空間がプリンタ入力の符号と同じか否かを判定する。
【００８１】
このステップＳ２３における判定結果がＹＥＳすなわち色空間がプリンタ入力の色空間が
符号と同じ場合には次のステップＳ３６に進む。また、上記ステップＳ２３における判定
結果がＮＯの場合にはステップＳ３５に進む。
【００８２】
ステップＳ２４では、ヘッダブロックＨＢより、イメージステートＩＳＴが［３－０］又
は［２－０］の画像ブロックを検出した否かを判定する。ここで、上記イメージステート
ＩＳＴ［３－０］は、特定のデバイスに依存せず視覚的色域内で意図的に調整された値で
あることを表している。また、上記イメージステートＩＳＴ［２－０］は、ホワイトバラ
ンス、特定のセンサ空間への線形マトリクス変換などの調整済みの値であることを表して
いる。
【００８３】
このステップＳ２４における判定結果がＹＥＳすなわちイメージステートＩＳＴが［３－
０］又は［２－０］の画像ブロックを検出した場合には次のステップＳ２５に進む。また
、上記ステップＳ２１における判定結果がＮＯの場合にはステップＳ２６に進む。
【００８４】
ステップＳ２５では、該当ブロックのオフセットアドレスＯＦＡにより画像データを読み
込む。
【００８５】
また、ステップＳ２６では、ヘッダブロックＨＢより、イメージステートＩＳＴが［１－
０］の画像ブロックを検出した否かを判定する。ここで、イメージステートＩＳＴ［１－
０］は、イメージセンサで取得された信号で、ノイズカット程度の処理は施されている可
能性がある値であることを表している。
【００８６】
このステップＳ２６における判定結果がＹＥＳすなわちイメージステートＩＳＴが［１－
０］の画像ブロックを検出した場合には次のステップＳ２７に進む。また、上記ステップ
Ｓ２６における判定結果がＮＯの場合にはステップＳ３１に進む。
【００８７】
ステップＳ２７では、該当ブロックのオフセットアドレスＯＦＡより画像データを読み込
む。
【００８８】
次のステップＳ２８では、ヒストグラムを生成しホワイトポイントを特定する。
【００８９】
さらに、次のステップＳ２９では、リニア空間においてホワイトバランス補正を行い、そ
の結果をＩＥＣ６１９６６－２．２で定義されているｓｃＲＧＢ（１６ｂｉｔ）空間へ変
換する。なお、この色空間は、上記表３に示した色空間を示す符号ＣＳ［７］で表される
。
【００９０】
そして、次のステップＳ３０では、プリンタの色域外の値に色域圧縮処理を行い、その後
ステップＳ３５に進む。
【００９１】
また、ステップＳ３１では、ヘッダブロックＨＢより、イメージステートＩＳＴが［４－
０］以上の画像ブロックを検出した否かを判定する。
【００９２】
このステップＳ３１における判定結果がＹＥＳすなわちイメージステートＩＳＴが［４－
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０］以上の画像ブロックを検出した場合には次のステップＳ３２に進む。また、上記ステ
ップＳ３１における判定結果がＮＯの場合にはステップＳ３４に進む。
【００９３】
ステップＳ３２では、該当ブロックのオフセットアドレスＯＦＡより画像データを読み込
む。
【００９４】
次のステップＳ３３では、イメージステートＩＳＴが指すデバイスの色域内の全ての値を
プリンタの色域内へマップし、その後ステップＳ３５に進む。
【００９５】
また、ステップＳ３４では、エラーメッセージの表示を指示する。
【００９６】
また、ステップＳ３５では、色空間をプリンタＲＧＢへ変換し、色域外の値があれば符号
化時にクリップする。
【００９７】
そして、次のステップＳ３６では、プリンタへ画像出力を指示する。
【００９８】
ここで、上記ステップＳ１０やステップＳ３０における色域圧縮処理は、例えば特開２０
００－２７８５４６号公報に記載されている色域圧縮の手法、すなわち、知覚的に均等な
色空間へ変換し、圧縮前の値と色域内ヘマップした後の値とがその色空間における色差を
表す値で最小となるような色差最小法を用いて行われる。
【００９９】
この際、ヘッダブロックＨＢ内のコンテンツ表現対象ＣＥＯが［４～６］の場合すなわち
人物や風景以外の場合には、色差式における彩度の項の重みを大きくし、彩度を低下させ
ないような色再現を行う。
【０１００】
また、上記ステップＳ１３やステップＳ３３における色域内ヘマップでは、例えば、ヘッ
ダブロックＨＢ内のコンテンツ制作環境ＣＰＥが［３～４］以外の場合すなわちコンピュ
ータグラフィックス以外には、上記色域圧縮処理を行い色域外の値のみを最小色差で色域
内ヘマップする。そうでない場合には出力するデバイスＤの色域を十分に利用するため、
デバイスＳの色域とデバイスＤの色域とを解析してデバイスＤの色域内外の値を適切にマ
ップする。
【０１０１】
ここでは、図５に示すように、明度・彩度・色相の軸より成るＬＣＨ色空間において同一
明度同一色相の軸上で彩度値Ｃｓを、デバイスＳの色域境界の彩度値Ｃｓ＿ｍａｘがデバ
イスＤの色域境界の彩度値Ｃｄ＿ｍａｘヘマップされるように、例えば次の式（１）に示
す変換式にて図６に示すように彩度値Ｃｄへ変換することにより、低彩度な値は保存しな
がらも高彩度な値はデバイスＤの色域に合わせてマップする。
【０１０２】
Ｃｄ＝ｋ×（ｅＣｓ／ｋ－１） 　　 ・・・式（１）
ただし、ｋはＣｓ＿ｍａｘとＣｄ＿ｍａｘにより決定される係数である。
【０１０３】
なお、これと目的を同じくする手法は、例えば特開２０００－３５００５０公報や特開２
００１－４３３４４公報などで示されているように、多様に考えられる。
【０１０４】
ここで、以上説明した実施の形態では、本発明は、アプリケーションソフトにより実行さ
れるものとしたが、例えば図７のブロックに示すようなハードウエア構成の画像処理装置
５０にて画像処理を実行することもできる。
【０１０５】
すなわち、この画像処理装置５０は、画像ファイル読込み部５１、判断部５２、補正処理
部５３、画像ファイル書込み部５４、モニタ表示部５５、プリンタ出力部５６等からなる
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【０１０６】
この画像処理装置５０において、画像ファイル読込み部５１では、図１に記したフォーマ
ットに従ってＨＤＤ、メモリカード、デジタルカメラ等に記録された画像ファイル内のデ
ータを読み込む。判断部５２は、ヘッダブロックＨＢ内のヘッダ情報に基づき上述の図３
又は図４に示したフローチャートの手順に従って、適当なイメージブロックの画像データ
を選択し、また適当な補正処理を選択する。補正処理部５３では、画像データに補正処理
を施し、その結果をメモリ（ＲＡＭ）に一時的に保持する。画像ファイル書込み部５４は
、図１に記したフォーマットに従って、補正結果の画像データを適当なヘッダ情報ととも
にＨＤＤ内の画像ファイルヘ記録する。画像ファイル自体は読込んだファイルヘ追加・変
更して書込んでもよいし、新規に作成したファイルヘ書込んでもよい。
【０１０７】
モニタ表示部５５は、補正結果の画像データを表示する処理を行う。
【０１０８】
プリンタ出力部５６は、補正結果の画像データをプリンタドライバヘ出力して印刷するた
めの処理を行う。
【０１０９】
なお、以上説明した本発明の実施の形態において、例えばパーソナルコンピュータ用モニ
ターに対しては、７２ｄｐｉの固定解像度でデータを作成し、カラープリンタ用では、最
高解像度を維持するなど、同一ファイル内で調整状態が異なる画像データで解像度が異な
るようにしてもよい。
【０１１０】
また、調整の処理を行う画素も元の画像データすべてに行う必要はなく、例えば、上記画
面上に表示するための画像データは表示する画素数だけに調整を施してもよい。
【０１１１】
また、イメージブロックに納める画像データはデータ圧縮を行った形式で記録されてもよ
い。圧縮に付随する情報は各イメージブロック内若しくはヘッダブロック内に記録してよ
い。イメージブロックにはそのような仕様の既存の画像フォーマットを利用してもよい。
【０１１２】
また、調整状態を示す符号は、調整した項目、調整した量などを定義することにより細分
化してもよい。
【０１１３】
さらに、調整状態を示す符号が対象とする色・階調の調整は、独立画素に対して施される
ものだけでなく、シャープネス補正など他の画素に関連して施されるものであってもよい
。
【０１１４】
【発明の効果】
以上のように、本発明によれば、同じ表現対象（コンテンツ）の画像データであっても、
適切にその符号化と調整の状態を把握することによって、多様な出力機器の色・階調の再
現特性や利用形態に合わせて、どのような補正処理を適用するべきかという判断を同じフ
ァイル内の情報に基づいて行うことができ、同じ色空間で符号化された画像データであっ
ても色再現性を高めることができ、色域が拡張された標準色空間をうまく利用して所望の
色再現を得ることが可能になる。
【０１１５】
また、本発明では、保存されている画像データが、特定のデバイスに合わせて調整されて
おらず、よりシーンに近い表現で記録されていること判断できれば、出力デバイスや用途
が判明した時点で適切な画造りを行うことが可能である。
【０１１６】
また、本発明では、同一のコンテンツに対して既に符号化された画像データに何かしらの
調整が施されている可能性がある場合に、別の調整状態の画像データを使用したい場合に



(15) JP 4105426 B2 2008.6.25

10

20

はそれが存在するのかどうかまたその参照先を把握できるため、目的に最も近い状態のデ
ータを読み出して利用することで効率よくベストな補正結果を得ることができる。
【０１１７】
さらに、本発明では、異なる機器向けに画造りされた画像データが複数保存されている場
合には、それぞれがどのような機器に対して調整されたのかを判別できることによって、
出力しようとする機器や目的に最も近い状態のデータを選択するだけで必ずしも新たな調
整を施すことなく適切な出力を行うことができる。
【０１１８】
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明において画像データをファイルに記録するファイルフォーマットを模式的
に示す図である。
【図２】本発明を適用する画像処理系の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明により画像データをモニターへ出力する場合に実行される色と階調を補正
する処理の手順を示すフローチャートである。
【図４】本発明により画像データをカラープリンタヘ出力する場合に実行される色と階調
を補正する処理の手順を示すフローチャートである。
【図５】上記補正処理におけるＬＣＨ色空間での色域変換の例を模式的に示す図である。
【図６】上記補正処理における彩度の変換例を模式的に示す図である。
【図７】本発明に係る画像処理装置のハードウエア構成例を示すブロック図である。
【符号の説明】
１　画像読み取り装置、２　ＣＧ作成装置、３　画像編集装置、４　データ伝送系、５　
アプリケーション、６　出力デバイス、１０　画像処理系、５０　画像処理装置、５１　
画像ファイル読込み部、５２　判断部、５３　補正処理部、５４　画像ファイル書込み部
、５５　モニタ表示部、５６　プリンタ出力部

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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